
2005年 福建調査報告

舩 田 善之

は じめ に

筆者 は、2005年2月21日 か ら28日 まで、中国福建省南部 ・西部を調査 地域 と して、

史跡 ・石刻 の現地調査 を行 った。 日本 か らの全行程 に深 澤貴行 氏(日 本学術振興会特別

研究員 ・早稲田大学大学院)が 、福建省 にお け るほ とん どの行程に上内健 司 ・山 口智哉

両氏(大 阪市立大学大学院、当時漸江大学に留学中)が 、それ ぞれ 同行 した。

い うまで もな く、13～14世 紀のいわ ゆるモ ンゴル時代、福建南部に位 置す る泉州は、

港湾都市 としてかつ てない繁栄 を迎 えた。泉州及び その周辺 は、当時 の多民族 ・多言

語状況 を色濃 く遺 している地域 である。筆者 自身、 当該時代 の多民族社会 ・多言語社

会の様相の解明 を研究テーマの一つ としてお り、泉州及びその周辺地域 の多言語か ら

な る石刻史料 にはかねて よ り関心 を寄せていた。そ こで、多言語石刻 をまずモ ノ とし

て実見 し、その現状 を確認 して今 後の調査研 究 に備 えることを 目的 として、今回の調

査 を計画 した。

本調査 の主た る目的は、泉州 市海外 交通史博物館(以 下、海交館 と略称)展 示物の調

査 、及び清浄寺 ・開元寺 な ど寺廟の調査で ある。折良 く[福 宗 泉]が 刊行 され たため、

[福宗興]と 併せ て、泉州 ・蓄 田両域 の漢文碑刻 の全体 的把握 が容易 となってお り、

これ ら地域 の石刻調査 も調査 の中心 に位置づ けた。 両書 に基づ いて、独 自に両地域 の

元代石刻 リス トを作成 し、行程 計画 の参考 と した(1)。この過程 で、度門市博物館 に至

正21年(1361)「 葉氏買地券」[福 宗泉963](2)(陶 製、もと同安県)が 所蔵 され るこ と

を知 り、 同館訪 問を行程 に組み込む こ ととした。その上で、文物関係 書籍、考古関係

報告書、 ウェブ な どで史跡 な どの情報 を収集 した結果、度門 一泉州 一苗 田一永定 一潭

州 一度門 とい う基本行程を定めた。

行程 日誌

2月21日(月)成 田一度 門 曇

7:45頃 、空港 ロビー で、深澤貴行氏 と待 ち合わせ。10:00成 田発 のNH935便 は、ほ

ぼ定刻通 り、現地 時間13:30頃 、度 門高崎 国際 空港 に到着。天候 は曇 で思 いのほか肌

寒 い。 タクシーに乗 り、予約 していた牡丹万鵬賓館へ 向か う。

チ ェ ックイ ンの後 、タクシー で故里 山炮台 ・栄光宝蔵博物院へ。15:20着 。晴れ て

いれば金門島 を臨む こ ともできるだ けに、 このあいに くの天候 を恨 め しく思 う。博物

院 には、宋元～近代 の鉄炮 な どの文物 も展示 されてい る。その後、バ スで度 門大学 ま

で戻 り、16:45頃 か ら、そ ばの南普陀寺 を参観。 夕食 はガイ ドブ ックにも載 っている

有名店 にて、海蠣煎や扇貝 ・蝦な どに舌鼓 を打っ。

(1)[森 田憲 司2005]も 泉 州 府 分 冊の うち
、現 存 元 代 石 刻 を リス ト化 して い る。

②[福 宗 泉] ・[福宗 興]に 付 した 数 字 は 、 頁 数 で は な く両 書 が そ れ ぞ れ の 石 刻 に 付 した 番 号 で あ る。
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2.月22日(火)度 門 一南安 一晋江 一泉州 曇

朝食後、9:00過 ぎにチ ェ ックア ウ ト。本 日の予定 は、南安 ・晋江の史蹟 を巡 ってそ

のまま泉州へ向か うとい うもの。ポー ター を通 じて タクシー と交渉。唯一そ の辺 りの

史蹟 に詳 しい とい う運転手め タ クシー を選択。

9:30に 出発 し、10:55頃 、南安市 ・晋江市の境 界、石井江に架か る、宋代創建の安

平橋(五 里橋)へ 。運転 手の勘違 いで まず振 万園 を散策す る羽 目に なるが、無事安平

橋へ。晋江市側 には、小 さな廟 がある。水心亭 と呼 ばれ てお り、明以 降の碑 が並ぶ。

その後、そ ばの水心禅寺 を参観。体調 不良を覚 えるが、この段階 では、朝 のバ イキン

グの食べ過 ぎ と車酔 いだ と解釈 し、調査 を続行す る。

続いて 、タクシー の運転手 の勧 めに よ り、12:00頃 、小高い 山頂 に建 っ霊源 寺へ。

残念 なが ら、文物 的にはみ るべ きものはなかった。若干後戻 りして、12:45頃 、龍 山

寺へ。小 さな寺だったが、明碑 が確認 で きた。続 いて、13:30、 草庵石刻へ。 ここにき

てお なかを下 して しま う。(後)至 元5年(1345)「 草庵 造像題 刻」[福 宗泉59]を 確認。

お堂 の中、摩尼 光仏石像 の両側 に刻 され る。

時間がお して きた

ことと、体調 に配慮

し、晋江 旧県城 区の

調査 はあき らめ、泉

州市 を 目指す。14:20

頃予約 しておいた航

空酒店 に到 着。 おな

かは下 してい るが、

それ以外については

体調 も回復。ここで、

杭 州か ら福州 経 由で

到来 した上内健司 ・

山 口智哉 両氏 と携帯

で連絡 を とり、関岳

廟 で合流す るこ とに。

徒歩で関岳廟へ 向か

い、15:30頃 、無事

合流、,15:45頃 、清

写真1清 浄寺

浄 寺 へ(写 真1)(;3)。 モ ス クの 石 壁 に施 され た コー ラ ンの 文句[泉 伊 石2-7,pls.6一 ユ7]

[泉 宗 石20-21,Pls.60-62]や 、 明重 刻 の 至正10年(1350)「 重 立 清 浄 寺 碑 」[福 宗 泉

61][泉 伊 石8-10,p1.21][泉 宗 石22-24][杉 山1989:254]、 永 楽5年(1407)「 米 里

R只 勅 諭 碑 」[福 宗 泉71][泉 伊 石7-8,P1.18][泉 宗 石21,P1.63]を 実 見。 そ の ほ

か に も未整 理 の ア ラ ビク石 刻 が 並 べ て あ っ た。

16:20頃 、 府 文 廟 へ 。 翌 日は 元 宵 節 の た め 、 灯 籠 で 飾 られ て い る。 伝 統 的 な ものか

(a)泉 州 清 浄 寺を め ぐる最 新 の 研 究 と して[向2002]が あ る
。



ら現代 的な もの まで多種多様で ある。その後、夕食にはまだ早 い とい うこ とで、新華

書店へ。 ここで地図 を購入す るが、その直後、筆者 の容態は急変。激 しい吐 き気 に襲

われ 、嘔 吐。 タクシーでホテルへ戻 ろ うとす るが、泉州 は古い街並み をなお残 してい

るためか、タ クシーが少ない。 なかなかつかま らないので、輪 タクをつ かまえ ると、

15元 とふ っかけて くる。相手 にせず 、何 とかタクシー をつかま える。 とにか く気合 い

と睡眠 で回復 させ なけれ ば、 とベ ッ ドで休むが 、定期的 に 目が覚め、 トイ レへ 、の繰

り返 し。 ど うや ら、食 中 りだったよ うだ。一番怪 しいのは、昨晩の海蠣 煎の牡蠣で あ

ろ うか。場合 に よっては、今後 の予定 を変更す ることも考えなけれ ばな らない。

2月23日(水)泉 州 一南安 一泉州 曇 時々雨

朝、 目が覚 める と、体調 はず いぶん回復 した よ うだ。朝食 も控 え 目なが ら食 べ るこ

とがで きた。9:15、 タクシー で開元寺へ。 ここで別の ホテル に宿泊 していた上 内 ・山

口両氏 と合流す る。 目を惹 いたのは、有名な ヒン ドゥー教の レリー フを もっ石柱 な ど

[泉 宗石49-53,Pls.116-121]、 境 内の泉州 仏教博 物館 に展示 され ていた銘 の入 った

宋元時代の鐘 であった。 また、同 じく境内の泉州湾古船陳列館 には宋船 が展示 されて

い る。 以前 は、ここが海交館だ ったそ うだ。バ スで文廟附近へ戻 り、11:55頃 、宋泉

州市舶 司趾へ。廟 とち ょっと した展示室があ る。

昼食後、 タクシー をつか まえて、海交館 へ。13:10着 。 中国社会科学 院歴 史研 究所

の陳高華研 究員の紹介 によ り、丁AIL玲副館 長に応 対 して頂いた。海交館参観後及 び明

日の泉州 にお ける予定について意 見を伺 う。清源 山は登 山に時間を要す る との ことで、

体調 を考慮 して割愛す る ことにす る。 また、当初は、[泉 州海 外交通史博物館調 査組

1959]な どに基づいて、い くつかの地点 を訪 れ る予定だったが、現場 にはたい した も

のは残 ってい ない との情報、及び時間の制約 か らこちらも割愛 した。 同館参観後 は、

さ した る登 山を要 しない九 日山を訪 れ ることにす る。 翌 日は、ほぼ計画通 り、崇武 古

城 ・洛陽橋 ・伊 斯蘭教聖墓を廻 り、苛 田へ 向か うことにす る。

続 いて、同館職員 の曾麗民女史 の説明 を受 けなが ら、元代石刻(ア ラビア文字 ・シ リ

ア文字 ・ウイグル文字 ・パクパ文字 ・漢字)を 中心 とす る展示物 を見学す る。体調不 良 と

時間不足のた め、 きちん とメモを とることがで きなかったが、今後 、総合的 な整理 ・

研 究が必要で あることを認識 した。参観後 、同館 の書店 で関連 の研究文献 を購入。

雨がパ ラパ ラ と降 り始め る。タクシー二台 に分乗 して、曾女史 とともに、九 日山へ。

16:05頃 着。宋元明代の 「祈風石刻 」を始 め とす る摩崖石刻 を調査す る。元 の ものは、

至正9年(1349)「 イ契玉立題記」[福宗泉597][黄 柏齢1983:46-47]、 至正癸■年(1353?)

刻 に係 る至正10年(1350)・ 至正11年(1351)「 イ契玉立詩刻 」[黄 柏齢1983:30-31]

二段 が確認 で きたω。 宋代石刻 の多 さに注意 を惹 かれた。

バスで泉州市内へ。 夕食後、外で元宵節 の催 しをや っていたため、見物に出か ける

が、あ ま りの人の多 さ と、突然強 く降 り出 した雨に辟易 と して、見物 もそ こそ こに切

り上げ る。

(1)後 者 は[福 宗 泉597]に 採 録 され て い な い
。 帰 国 後 、 海 交 館 で購 入 した[黄 柏 齢1983:20-21]で

確 認 した と こ ろ、 紀 年 は な い が 元 代 に 比 定 され る もの も含 め る と合 計 六 段 が 存 在 して い る との こ と

で あ る。



2月24日(木)泉 州 一恵安 一泉州 一蒲 田 霧の ち晴

朝 目が覚 める と、外 は一 面霧 が立ち こめていた。朝食後、前 日購i入 した書籍の郵送

手続 き、チェ ックア ウ トを済 ませ 、9:00に ロビー で曾女 史、上内 ・山 口両氏 と待 ち合

わせ。丁副館長 に車 を用意 して頂 いてお り、座席数 の関係か ら、曾女 史は同行 され な

い との こ と。 タクシー よ りも格段 に座 り心地 のよい車で 、恵安県 を 目指す。霧 は一 向

に晴れ る気配 もない。

10:00、 崇武 古城 に到着。まず 、風景 区に入 り、城壁 の外側 を散策す る。 しか しなが

ら、立 ちこめる霧 のため、折角 の絶景 は全 く堪能で きない。 巨大 な戚継光 の石像 が濃

霧 の立 ちこめる海 を睨みつ けている。南門か ら城壁 内に入 り、南門関帝廟 を参観。城

内 には恵安東部独特 の服装 をま とった老年女性が多 くみ られ る。っつ いて、伝統 的な

民家が並ぶ城 内を散策。鑑湖張氏宗祠 ・武功大夫府第 ・城陛廟 な どを参観す る。城壁

内の民家は伝統的 なお もむ きを残 しつつ も、修築 ・新築の ものが多 く、なか なか立派

な家構 えで あった。再び城外 に出て、天后宮 を参観、,さ らに海岸へ出て、泉州古 渡の

牌坊 を参観す る。11:30過 ぎ、崇武古城及びその一帯の調査 を終了す る。

12:15、 洛陽橋へ(写 真2)。 泉州 市 ・恵安 県境界の洛陽江 に架か る。恵安 県側 には、

巨大 な藥嚢 の石像 が立っ。 橋 を中州(島)ま で渡る と、そ こにはお堂 と歴代 の碑刻 が

並ぶ。最古の ものは、嘉煕2年(1238)碑 。 また、末行に 「…路市舶 甫 田縣開國男食

邑三 百戸借 ■ ■(此 牛か)臣 劉 ■■謹」 の字 句が確認 され る残碑 がお堂 の外壁 に もた

せ かけてあった。

泉 州 市 内へ 戻 り、

13:10頃 、伊 斯 蘭

教 聖 墓 へ(写 真3)。

1322年 ア ラ ビ ク

碑[泉 伊 石55,

p1.205][泉 宗 石

18,P1.256]、 永 楽

15年(1417)「 鄭 和

行 香 碑 」[福 宗 泉

72][泉 伊 石55,

p1.206][泉 宗 石

18-19,p1.57]を

実 見。 そ して 、 山

腰 に は無 数 の ム ス

リム墓 が並 ん で い

る。14:00過 ぎ 、

航 空 酒 店 に 戻 り、

ホテ ル 内 の レス ト

ラ ン で遅 め の昼 食 。
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泉州最後の訪問

地は天后宮で ある。

タクシー を探す が、

例 によってなか な

かっか ま らない。

そ こで、折 良 く二

台 見つ かったので、

輪 タクを選択。 泉

州 の輪 タクは、 自

転 車に前後 二つ の

座席 がサ イ ドカー

の よ うに設置 され

てい る珍 しい形式

であ る。運転 手に

腕 力がない とバ ラ

ンスを失 いかねな

い。15:30、 天后宮 写真3伊 斯蘭教聖墓

前へ。 門前の徳 済

門遺跡 と天王宮 を見聞 してか ら、天后宮に入 る。参観 は無料で ある。境 内の奥手は入

場 料制 で泉州 閲台関係 史博物館 となっている。

タクシーで再び航空酒店に戻 り、預 けて いた荷物 を受 け取 り、その まま泉州バ ス ター

ミナルへ。16:20着 。17:30発 蓄 田行 きのチケ ッ トを確保す る。10分 ほ ど遅れ て出発。

恵安県城 を過 ぎた

地点 あた り、18:30

頃か ら、激 しい渋

滞 に巻 き込 まれ る。

事故 のためか工事

のた めか 、はっき

り しな い が 、通 行

で き な い た め 、

19:30頃 と うと う

Uタ ー ンす る こ と

に。 迂 回 の 上 、 高

速 を使 っ て 蓄 田 を

目指 す こ とに した

よ うだ 。21:10頃 、

よ うや く蓄 田市 バ

ス ター ミナ ル に到

着 。 バ ス ター ミナ

ル 前 の南 方 大 酒 店

に投 宿 。
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2.月25日(金)苛 田一度門 一龍岩 曇

朝食 ・チ ェ ックア ウ トを済 ませ 、8:30、 まず は龍岩行 きのチケ ッ トを確保すべ く、

バ スター ミナルへ。 しか しなが ら、本 日の龍岩行 きのバ スはすべて満席 とのこ と。度

門経 由で移動す る こととし、12:50発 度門行 きのチ ケ ッ トを購入。後か ら考 える と、

度 門市 内は高速 か ら若干離れ ているので、 あるいは、潭州経 由がベ ス トの選択 であっ

たかも しれ ない。本 日の 目的地 は、木蘭破 ・広化寺 ・元妙観三清殿 である。 タ クシー

をチ ャー ター し、8:50頃 出発。最初の 目的地は、最 も郊 外に位 置す る木蘭破で ある。

運転手 は要領 を得 なかったが、地図を頼 りに 「木蘭」 の牌坊 をみつ け、そ こを くぐっ

て河岸 に出る。g:10、 果た して堰 がみ える(写 真4)。 今 もなおその役 目を果 た してい

る堰 を検分 しつつ 、河を渡 る。 そ こに 「廻瀾橋」碑や文物保護単位 の標石 が立っ。 そ

の奥 には木蘭破 紀念館 があ る。銭 四娘 な どを祀 った廟 、及び 明代以 降の歴代碑 刻が並

ぶ碑廊 があった。再 び堰 を渡 ると、手 前の河岸 に も廟 らしき ものが確認 され たので、

行 ってみたが、峨 上村 老年人体育協会 ・峨上村 文化宮 を兼 ねた小 さな仏 堂で、めぼ し

い文物 はなかった。

9:50、木蘭 破を後に し、10:00頃 、

市区西南端 に位 置す る南山広化寺へ。

敷地 も広 くなかなか立派な寺であ っ

た。 最 も我々の注意 を惹いたのは、

五重 の塔 、広 化寺 石塔(写 真5)で

ある。塔 には、宋代 にお ける寄進 を

示す文言が刻 されて いた。

その 後、市 内に戻 り、11:00頃 、

元妙観三清殿着。写真展覧会の準備

中(撤 収中?)の た め、公開 されてい

なか った。隣 の三和堂文博芸術城 前

には元妙観 関連 と思われ る碑刻が横

たわ っていたが、字句は確認 で きな

か った。 その風格か ら明清以降の も

の と推測 され る。続いて、興化府城

陛廟 へ。 向かい に大宗伯第の額 をも

つ 旧家があったので、参観 させて も

ら うが、食 堂にな っていた。城 陛廟

内には、二忠祠や陳文龍研究会 ・蓄

田市民族英雄陳文龍 ・陳広紀念館が

併設 されてい る。天啓年間の石柱 も

確認 された。 ここで蓄 田市 の調査 を

終了 し(5)、11:50、バ ス ター ミナル か

ら徒歩数分 ほ どの食 堂へ。 こ こで タ クシー 代 を精 算 。

写真5広 化寺石塔

㈲ 箭 田 東 部 の 滴 江 区 に も ～f廟は 多 い.,今 回 は割 愛 した が 、 今 後 の調 査 を期 した い と思 う。
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昼食後 、徒歩 でバ スター ミナルへ行 き、度 門行 きのバ スに乗 り込む。13:00頃 バ ス

は出発 し、15:20、 度門湖濱バス ター ミナル に到着。16:05発 龍岩行 きのチケ ッ トを確

保。18:50、 龍岩バ スター ミナル到着。出 口では タクシー ・三輪バイ ク、そ して旅館 の

客引 きが押 し寄せて くる。 三輪バイ クニ台 に分乗 し、陽光假 日酒店に投宿。 夕食は客

家料理。

2月26日(土)龍 岩 一永 定一龍岩 一潭州 曇 のち雨

8:30、 チェ ックア ウ ト。8:50、 バスター ミナルか らバスで永定に向か うべ く、 タク

シー に乗 る と、運 転手 がチ ャー ター を勧 めて くる。適正 な価格 で あ り、今後 のス ケ

ジュール も考慮 して、タクシー をチ ャー ターす るこ とにす る。

10:45、 永定客家土楼民俗文化村前 に到着。天 后宮 ・振成楼 ・慶成楼(永 定客家±二楼

博物館)・ 奎聚楼 ・福裕楼 ・光裕楼 、及び民俗村外の環興楼 を参観。 時間があれ ば、遠

くまで足 を運 んで元代創建 の裕 昌楼や 日応楼 も調査 したかった ところだ。13:00頃 、

民俗村 を後 にす る。 しば らくす る と雨が降 り始 める。午前 中天候が もったの は幸 いで

あった。

14:50、 龍岩のホテルで預けていた荷物を受 け取 る。天候その他 を考慮 して、運転手

の申 し出通 り、滝州 まで同 じタクシーで行 って もら うこ とにす る。途 中雨 は激 しくな

る一方 で雷 を ともな うまでに。17:30頃 、潭州 賓館 に到着。 夕食は ホテル 内の レス ト

ランで。

2月27日(日)滝 州 一 度 門

8:20、 チ ェ ッ ク ア

ウ トをす ませ る。朝

食後、バ スター ミナ

ルでバ スの時刻 を確

認 し、 タクシー で南

山寺へ。9:00、 南 山

寺。 めぼ しい文物 は

み られ なか った が、

か な り立 派 な 寺 で

あった。つい でに隣

の城 陛廟 も参観す る。

再び タクシー に乗 っ

て威 鎮閣へ。9:40着 。

かな り新 しい建築物

で あった。裏手 の嬌

祖廟 も参観。そ こか

ら徒歩で文 昌閣へ。

10:10。期待 はずれ の

楼 閣で あった。

曇のち雨

写真6滝 州の街並み

さらに徒歩 で、府衙趾 ・市博物館 のある中山公 園へ。公園 内には、七星池が ある。
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市博物館 はあいに く休館 日であ った。前 には比較的新 しい碑刻 が並 んでいた。別 の門

か ら出る と、潭州府 衙 旧」止 ・文物保護 単位 を示す標石 が立っ。 その先 は古 い街 並みが

色濃 く残 って いた(写 真6)。 市場 も開かれてい る。古 い街 並み を歩 き、11:20、 文廟

へ。ち ょっ と した展示室 もあった。碑刻 も並んでいたが、特記すべ き ものはなかった。

東西橋亭 とい う小 さい廟 を参観 した後、あんかけ焼 きそ ばの昼食 を,タ クシーでホ

テルへ戻 り、預 けていた荷物 を受 け取 る。 バス タ._____ミナル に着 く頃 には、雨がポ ロポ

ロと降 り始 める。山 口氏は潮州行 きの、残 り三名は度 門行 きのチケ ッ トを購 入。13:00

発 だったが 、一本早いバ スに乗 り込 む こととな り、慌ただ しく乗車。雨 は激 しくな り、

度 門の松柏バ ス ター ミナル に到着 した ときには土砂降 りであった。 タ クシーに乗 り込

んで、初 日と同 じ牡 丹万鵬 賓館へ。 チェ ックインを済 ませ、陳 高華氏 か ら紹 介 されて

いた、度門大学歴 史系の荘景輝教授 と携帯電話 で連絡 を とる。 わ ざわ ざホテル までお

いでいただい た。翌 日の度 門市博物館 にお ける元代地契 の実 見につ いて相談す る。 そ

の後、翌 日の案 内を して くれ る ことになった、院生林清哲氏 を紹介 していただ き、 ま

た、上 内氏の宿 として度 門大学 内の招待所 を安排 していただ く。

荘教授 、林氏 と別れ、タクシーで華僑博物館 へ、,16:10。 あいに く閉館 した後 であ!)

た。 しか も翌 日は休館 日との こと。度 門大学そ ばの新華書店 と度門大学 内の華 文書店

を廻 った後、初 日とは別の海鮮 レス トランで 夕食。

2月28日(月)慶 門 一成 田 曇

度門大学招 待所で、林氏 と合流 、公共バ スで輪 渡礪頭(渡 し船乗り場)へ 。9:!0に

はコロンス島(鼓 浪岨)に 到着。租界の雰囲気色濃い街並み を歩 き、度 門市博物館 へ。

陳文副館長 に応対 して頂 く。元代地契 はあいに く倉庫 に保管 され てお り、す ぐには実

見で きない との ことであったが、後 日写真 を撮影 して送 って頂 けるこ とになった。 そ

の後、職員の説 明を受 けなが ら、同館 の展示物 を見学。 なお 、同館 は コロンス島か ら

市内へ移転す る予定 との ことであった。再び 、慶 門大学 に戻 り、残 ったわず かな時間

を利用 して附近 の書店 で関連 の研 究文献 を購 入す る。林氏、上 内氏 と別れ た後、ホテ

ル に預 けてい た荷物 を受領 し、度門高崎国際空港に向か う。 午後14:35発 のNH936便

にて成 田空港へ。無事8日 間の調査 を終 えるこ とがで きた。

おわ りに

本調査 にお いては、主 に海交館所蔵の各種文字言語石刻、 な らび に[福 宗 泉]・[福

宗興]所 収元代石刻 の現存状況 の確認 を行 った。前者 に関 しては、[泉伊石]・[泉 宗石]

の整理 ・研 究 があるが、そ の後 も新た に発現 した ものが相 当数 あ り、職 員に よれ ば、
一部 はまだ未研究 との ことである

。 同館 は、近 々 「泉州伊斯蘭文化陳列館 」を新たに

開館す る との ことで、これ に連動 して整理 ・研 究 ・公 開が進展す る ことを切に願 デ))、,

漢語石刻 につ いては、[福 宗泉]・[福 宗興]の 有用性 が確認 され た、,今後他 の地域 の

分冊の刊行 が待 たれ る。一 方で、これ まで筆者 らの調査報告[飯 山 ・井 黒 ・舩 田2002]・

[井 黒 ・舩 田 ・飯 山2005]で 指摘 してきたよ うに、若干の疎 漏は避 け られない。 多 く

の研 究者が複数次 に亘 る調査 を遂 行す る ことによって、情報 をよ り精確 に してい くこ

(6)'005年9月 に は[泉 宗 百]の 増 訂 本 が 刊 行 さ れ るr定 で あ る
,、
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とが求め られ よ う。

今 回は時間の都合上参観 で きなか ったが、度門大学民族 博物館 にもア ラ ビクの墓誌

が所蔵 され てい る とい う0ま た、スケジュール の都合上 、あ るいは体調悪化 のために、

[福 宗泉]・[福 宗興]で 元代石 刻の現存 が確認 され るい くつかの地点の訪 問はあ きら

め ざるを得 なか った。 再度 の調 査な らびにそれ に基づ く情報の提供 、研 究を期 して欄

筆 したい。

【謝辞 】泉州海外 交通 史博物館 の丁銃玲副館長 、職員 の曾麗民氏、度門大学 の荘景輝

教授 、院生の林清哲氏、度門市博物館の陳文副館長 には快 く応 対 していただ き、

様 々な便宜 をはかっていただいた。陳高華氏 、飯 山知保 氏には、仲介の労 を とっ

て いただいた。 また、向正樹氏か らは、事前 に泉州 ・度門の情報 を提供 して い

ただ いた。 これ ら諸氏 、な らび に本調査 に同行 していただいた、上内健司 ・深

澤貴行 ・山 口智哉 の三氏に感 謝の意 を表 したい。
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